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〒144-8721 東京都大田区蒲田5丁目37番1号　

ニッセイアロマスクエア17Ｆ
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（国内および海外の高砂香料グループ2,346名）

香料事業：フレグランス、フレーバー、

アロマケミカル、ファインケミカルの製造・販売
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創 業
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事 業 内 容

会社概要（2005年3月31日現在）

高砂香料工業株式会社 監査室

Tel: 03-5744-0764 Fax: 03-5744-0593
E-mail: kankyo@takasago.com

本報告書に関するお問い合わせ先

環境報告書の編集にあたって

3年目となる今年の環境報告書においては、「香料の安全性と品質

管理」「コーポレート・ガバナンス」「コンプライアンス」を社会性に関

する報告として記載しました。また、環境負荷データについては、

2004年度より集計範囲を広げ、グループで把握しました。

なお、この環境報告書の作成にあたっては、環境省の「環境報告書

ガイドライン（2003年度版）」「環境会計ガイドライン2005年版」お

よびGRI（Global Reporting Initiative）の「サステナビリティ・リポー

ティング・ガイドライン2002」を参考にしました。

今後も毎年1回発行を予定しています。皆さまのご意見を頂戴しな

がら活動内容を見直し、報告方法についても改善していきます。

［本報告書の対象範囲］
対象期間：2004年4月～2005年3月（一部最新のデータを含む）
対象範囲：高砂香料工業株式会社およびグループ会社
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■単体
2000年度 61,177 百万円
2001年度 59,616 百万円
2002年度 57,531 百万円
2003年度 54,994 百万円
2004年度　57,894 百万円

■連結
2000年度 101,013 百万円
2001年度 103,699 百万円
2002年度 100,837 百万円
2003年度 96,161 百万円
2004年度 101,205 百万円



当社グループは、創業時より「技術立脚の精神に則り社会に貢献する」を企業理念に、たゆま

ぬ技術革新を続け、お取引先、株主、地域社会、従業員をはじめ、世界の人々から共感を得ら

れる企業を目指しております。

安全・環境がキーワードとして、企業の存続をも左右するほどに大きな影響を与える時代とな

っておりますが、私どもは、製品の安全を確保し､地球環境の保全に配慮することにより、お客様

にご満足いただける、「Eminent Company」であることを心がけております。そのために、

「ISO9001:2000」を全社統合で取得し、「ISO14000シリーズ」を全工場で取得してまいりまし

た。さらに、2004年には、当社の分析センターが、製品や原材料検査・分析に係わる試験所と

しての国際規格「ISO/IEC 17025」を認証取得いたしました。国内香料メーカーでは初めての

快挙と自負しております。

安心・安全に対する社会意識が高まるなか、当社工場では、原料段階から徹底した品質検査

を行い、バーコードを活用した、トレーサビリティ・システムにより、原料の誤使用防止と、生産

履歴の記録により、常に優れた製品を供給できる体制が整っております。

よりよい経営品質、製品品質、環境保全の向上を図るために、コーポレート・ガバナンスの充

実と、コンプライアンス体制の強化が経営上の最重要課題と認識しております。

今後とも、将来に向けて、安全・安心・健康を徹底的に追求するとともに、豊かな暮らしと地

球環境の保全に貢献できるEminent Companyを目指してまいります。香料の安全性と品質管

理に対する取り組み、および環境保全に対する当社の企業姿勢や活動内容をご理解いただき、

更なるご支援、ご鞭撻のほどお願い申し上げます。

2005年9月

取締役社長　

高砂香料工業は地球環境保全、香料の安全性、
品質管理に取り組んでいます。

ごあいさつ
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香料を安心してお使いいただくために、
高砂香料グループ一丸となり徹底して品質管理

香料の安全性と品質管理

Environm
entalReport

2005

社
会
性
報
告

　品質管理・品質保証のための試験

検査機関である分析センターが

2004年にISO/IEC17025の認定を

国内香料メーカーで初めて取得しま

した。 

　分析センターが発行する製品の試

験報告書は、世界主要国で通用する

ものとなり、品質管理に対する国際

的な信頼性を高めることにつながっ

ています。 

　さまざまな生活の場面で使用され

る香料は、それぞれの目的に合わせ

て調合・製品化されます。そのため、

香料には「安全性と高い品質」が求め

られます。 

　オレンジ、レモンなどの柑橘系エ

ッセンス、フレーバーを調合・製造す

るシトラス工場は、異物の混入を防

ぐため、工場内は準清浄エリアと清

浄エリアからなり、工場内は常に清

潔に保たれています。 

研究開発・原料 製造　

香料は、身近な生活のなかで使われています。フレーバーは清涼飲料やアイスクリーム、

キャンディやスナック菓子、即席麺などの食品を通じて、口にされる香料です。フレグラン

スは香水やコロン、化粧品などに含まれ、肌にふれることが多い香料です。香料を生み出す

合成技術は、医薬品などのファインケミカルの分野にも応用されています。高砂香料グルー

プにとって、安全で高品質な製品の供給が社会的責任であると考えています。

工場における品質保証理念を定めるとともに、1997年に磐田工場で品質マネジメントの

国際規格であるISO9001を香料業界で初めて取得。2003年10月には、ISO9001:2000

の全社統合認証を取得しました。また試験所の国際規格である「ISO/IEC17025」、食品の

安全性と品質の国際規格「SQF2000」などを取得し、品質管理のPDCA（注）を通じて継続的

な改善を行っています。さらにトレーサビリティ・システムをいち早く構築し原料までさかの

ぼり管理しています。

安心してお使いいただける香料をお届けするために、安全な製品づくりに徹底して取り

組んでいます。

（注）PDCAとは、計画（Plan）を実行（Do）し、評価（Check）して改善（Act）に結びつけ、その結果を次の計画に生かすプロセスのことです。

原子吸光分光光度計（分析センター） シトラス工場（鹿島工場）



に取り組んでいます。

　バーコードによって製造処方箋と

原料の厳重なチェックを行い、製造

しています。生産履歴はコンピュー

タに記録され、製品に使用した原料

までわかるトレーサビリティ・シス

テムを確立しています。 

　私たちが香料を製造するうえで最

も基本においているのが法令遵守（コ

ンプライアンス）の徹底です。香料の

素材である原料はもちろん、中間品、

製品に至るまで厳しい品質・安全基準

を設けて品質を保証しています。 

　品質管理の国際規格であるISO9001：

2000を全社統合で取得した高砂香料

は、生産だけではなく、営業、研究部門

を含め、トータルに信頼されるサービ

スと製品を提供しています。 

 

　工程 製品 
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バーコードによる
トレーサビリティ・システム

ガスクロマトグラフ分析機器（平塚工場 品質保証室）

高砂香料工業(株)は、企業理念「技術立脚の

精神に則り、社会に貢献する」に基づき、「法

を守り、安全で信頼される製品の提供」を品

質保証の基本理念とする。

１.法的要求事項の遵守

２.顧客満足の向上と社会に貢献できる製品の保証

３.原料、製造工程、製品の徹底した管理

４.独立した品質保証体制の強化

工場における品質保証理念

基
本
理
念

品
質
方
針

高砂香料のコーポレートマークには、
企業理念の核であるTechnology（技術）と
Team work（和）を通してTrust（信頼）を得る、
という意味が込められています。



取締役会 

監査室 

関連部署から 
委員を任命 

環境・安全法規監査 特命委員会 

本
社 

総
合
研
究
所 

 各
工
場 

 

各
支
店
・
出
張
所 

 

関
連
会
社 

 

監査報告書 

監
査 

社会から信頼される企業を目指して、
透明性の高い経営に努めています。

コーポレート･ガバナンス、コンプライアンス

4

Environm
entalReport

2005

社
会
性
報
告

●コーポレート･ガバナンスをグループで展開

多面的な体制づくりを実践しています。

高砂香料グループでは社会から信頼される経営を目指

し、経営判断の適正性、経営のチェック機能、および情報

開示による経営の透明性を高めることに努め、コーポレ

ート･ガバナンスの充実を図っています。

取締役会は経営上の意思決定における最高機関です。

全執行役員で構成する執行役員会が取締役会の下部組織

として業務執行の迅速化に努めるとともに、取締役会は

経営監督機能の強化に重点を置いています。

企業継続の妨げになる危機に的確に対処し､平常時よ

り危機の発生を未然に防ぐための管理体制として危機管

理本部を設置しています。また緊急事態に備えて、事前の

取り決めや緊急時対応を定めた危機管理計画書を制定し

ています。

●緊急事態に備えた危機管理体制の整備

コンプライアンス体制強化の一環として、関連部署の

代表委員からなる環境・安全法規監査特命委員会を設置

しています。高砂香料グループすべてを対象に各種法規

制に対応した体制の確認と認証・規格の管理運用状況の

内部監査を定期的に実施しています。総合遵法監査とし

て事業活動における基本法の遵守事項を、また生産工場

については品質管理・一般的衛生管理の監査を実施し改

善を指摘し、その結果を確認しています。2004年度は

17事業所の監査を実施しました。

また、2005年4月から環境・安全法規監査室を監査室

に統合し、コンプライアンス体制を強化しました。

●監査体制を整え、コンプライアンスを推進

コーポレート･ガバナンス体制の構築

コンプライアンスの取り組み

【高砂香料グループ環境・安全法規監査システム】

株主総会 
 

取締役会 
 取締役7名 

うち社外取締役1名 
 

監査役会 
 
 

監査役3名 
うち社外監査役2名 

 

会計監査人 
 

執行役員会 
 
 

危機管理本部 
 
 

本
社 
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合
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究
所 

 

各
工
場 

 

各
支
店
・
出
張
所 

 

関
連
会
社 

 監
査
室 

監査 
 

選任 
 

監査 
 

本部長 
 取締役会長 

副本部長 
 取締役社長 

委員 
 フレーバー事業本部 

フレグランス・アロマケミカル事業本部 
ファインケミカル事業本部 
国内関連事業本部 
生産本部 
企画開発本部 
国際統轄本部 
人事部 
以上の事業本部、本部の担当執行役員 

【コーポレート･ガバナンス体制図】

【危機管理本部】



環境理念と方針、環境管理体制
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2002年に環境宣言を制定し、環境活動を推進しています。

当社の環境宣言に則り、会長・社長以下、各部門が密接

に関係を取り合う体制のもと、効果的な環境保全活動を

展開しています。さらに、監査室との統合により、効果の

高い環境保全活動の実行と管理体制の強化を図りました。

●各部門が連携し、環境活動を展開

磐田工場において国内の香料業界で初となる

ISO14001の認証を取得し、その後、平塚工場、鹿島工場、

高砂フードプロダクツ（株）でも取得しました。各工場ごとに

環境方針を定めて積極的な取り組みを進めています。

●ISO14001認証取得状況

環境宣言

環境管理体制

高砂香料工業株式会社は「技術立脚の精神に則り社会に貢献する」を
基本理念として「地球環境保全に貢献する企業」を目指します。基本理念

1.開発から始まる、製品に関わるすべての活動において環境影響の低減に努めます。

2.資源の有効利用や新技術の開発と応用を推進し、環境負荷の低減に努めます。

3.関連する環境法規等を遵守し、環境改善のためのグローバルな動向に的確に対応していきます。

4.社員一人一人に対し環境保護のための教育・啓発を徹底し、全員で行動を推し進めます。

5.環境保全に関する情報を広く提供し、地域や社会との連携に努めます。

6.無事故・無災害を維持し、従業員と地域市民の安全・健康を確保する安全操業に努めます。

行動指針

環境宣言とマネジメント体制に
支えられた環境活動を行っています。

会　長 ・ 社　長 

環境保全担当役員 

監　査　室 

平塚工場  環境施設室 

鹿島工場  環境施設係 

磐田工場  環境管理室 

国内関連企業 

平塚工場 

磐田工場 

鹿島工場 

高砂フードプロダクツ（株） 

2000年04月14日　認証取得 

2000年01月07日　認証取得 

2002年02月22日　認証取得 

2003年01月31日　認証取得 

（株）高砂ケミカル 2005年秋取得に向け準備中 

【環境管理体制組織図】

【ISO14001認証取得工場・国内関連企業】
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環境監査と環境会計を実施し、
環境活動を定期的に評価しています。

環境監査、環境会計

ISO14001による内部監査および外部審査機関による

定期維持審査はもちろんのこと、監査室を中心にした環

境・安全法規監査特命委員による環境保全、安全衛生、法

令遵守の自主監査を毎年実施しています。監査の結果は、

監査報告書にまとめ、取締役社長および関係役員に報告

●自主的な監査を実施

環境監査

●環境保全コストおよび環境保全効果を集計しました

環境保全コスト集計結果

2004年度は対象範囲を広げて、環境保全コストを集計しました。

します。改善すべき項目に関しては、改善状況の確認を行

っています。

さらに、製品の安全・安心のために各職場における5S

運動（整理、整頓、清掃、清潔、しつけ）を推進し、環境保

全とともに、品質・衛生面の向上に努めています。

分　類 

（1）事業エリア内コスト 

（1）-1 公害防止コスト 

（1）-2 地球環境保全コスト 

（1）-3 資源循環コスト 

（2）上・下流コスト 

（3）管理活動コスト 

（4）研究開発コスト 

（5）社会活動コスト 

（6）環境損傷対応コスト 

合　計 

主な取り組みの内容 

スクラバー設置、排水処理維持管理、屋外貯蔵所舗装 

省エネ対策、点検整備 

焼却炉撤去、処理･処分、分別作業 

EMS維持管理、定期測定 

各環境対策協議会、自治会 

保険料 

投資額 費用額 

425,482
335,988

628
88,866

0
1,500
（注） 

0
0

426,982

333,382
203,561

12,942
116,879

0
5,769
（注）

440
925

340,516

環境保全効果 
の分類

事業活動に 
投入する 
資源に関する 
環境保全効果

事業活動から 
排出する 
環境負荷及び 
廃棄物に 
関する 
環境保全効果

環境パフォーマンス指標（単位）

電力投入量（千kWh）
 （GJ）
その他エネルギー投入量（GJ）
水資源投入量（K）

温室効果ガス排出量（t-CO2）

廃棄物総排出量（t）

廃棄物最終処分量（t）

総排水量（K）

水質　BOD（mg/R）
　　　COD（mg/R）
NOx（t）

SOx（t）

前期 

38,729
375,780
334,519

1,955,967
35,660

7,549
843

1,885,875
38.7
30.5

8.8
2

当期

43,057
417,773
411,007

2,684,547
42,334
18,774

1,072
2,479,107

36.5
45.9

8.5
2.3

前期との差
環境保全効果

4,328

76,488
728,580

6,674
11,225

229
593,232

原単位

1.003

1.109
1.344
1.072
2.245
1.133
1.029

原単位における 
基準期間（2000年） 
との差

1.097

1.050
0.830
1.075
1.264
0.894
0.823

備考

注1 

 

注1 

注3 

注1 

注2 

注3 

注3 

注3 

 

注3 

注3 

 

単位：千円【環境保全コスト】 集計範囲：平塚工場、磐田工場、鹿島工場、高砂ケミカル、高砂フードプロダクツ、高砂珈琲（磐田）
対象期間：2004年4月～2005年3月

集計範囲：平塚工場、磐田工場、鹿島工場、本社・支店・出張所および研究所、高砂ケミカル、高砂スパイス、
高砂フードプロダクツ、高砂珈琲（磐田・鹿島）、高砂アロマス、高栄産業（配送センター）

対象期間：2004年4月～2005年3月

【環境保全効果】

（注1）新工場の立ち上げ、新設備の稼働で生産量が大幅に増加したことにより、エネルギー、水資源投入量、CO2排出量が増えましたが、生産量当たりの原単位では、増加
率は比較的低く抑えることができました。（P.8参照）

（注2）廃棄物の総排出量は増えましたが、再生利用率が大幅に増加（94.2％）し、最終処分率も減少しました。
（注3）最終処分量、総排水量、汚染物質（排水・大気）に効果がありました（2000年原単位比較）。

（注）正確な把握が困難なため今期は省略いたしました。
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2004年度から当社と高砂グループ（国内関連企業）の

事業活動と環境との関わりを可能な限り、定量的に把握

しました。したがって2003年度と比較すると全項目にお

いて数値が増えています。一方で、廃棄物の再生利用の

取り組みに成果がみられました。今後ともグループを含

●グループの環境負荷を把握
めた課題や取り組みの進捗状況を的確に把握して継続的

に改善をすすめ、事業活動による環境影響を軽減してい

きます。なお、読者のご要望に応え、2004年度から実際

の使用単位でも記載しました。

事業活動における環境影響

2004年度の環境マテリアルフローを報告します。

事業活動における環境影響

環境負荷の特徴を把握し、
環境活動を継続的に改善しています。

Input Output
エネルギー 

電力 43,057千kWh
（電力 417,773GJ）
蒸気 15,019t
重油等 6,844S
都市ガス 445,495K
LPガス 1,841t
（その他 411,007GJ）
用水 2,684,547K
 
 
原材料 

主原料 21,212t
副原料 855t
消耗品 168t
包装材料 2,212t

製造（製品） 

25,754t

出荷（顧客） 

大気 

CO2 42,334t
NOx 8.5t
SOx 2.3t
ばいじん 1.1t

排水 

　　2,479,107K
BOD 36.5M/R
COD 45.9M/R
SS 24.5M/R

本社・支店・出張所および研究所 

平塚工場 

磐田工場 

鹿島工場 

（株）高砂ケミカル 

高砂スパイス（株） 

高砂フードプロダクツ（株） 

高砂珈琲（株）磐田工場 

　　　　　　 鹿島工場 

高砂アロマス（株） 

高栄産業（株） 
廃棄物 

          産業廃棄物 
再生利用量 14,615t
 （77.80％）
委託再生利用量 3,087t
 （16.40％）
最終処分委託量 1,072t
 （5.70％）
                紙類 
再生処理委託量 145t
最終処分量 41t
　 

【2004年度事業活動におけるマテリアルフロー活動】
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高砂香料グループで
省エネルギー、資源の有効利用を進めています。

省エネルギー、省資源、リサイクル

営業拠点や関連会社においても環境への配慮を展開していきます。

2004年度は、各工場、高砂フードプロダクツ（TFP）に

加え、本社・支店・出張所・研究所、高砂珈琲、高砂ケミカ

ル、高砂スパイス、他の関連会社（高砂アロマス、高栄産

業）まで範囲を広げて集計しました。また、可能な限りさ

かのぼって集計しています。その結果、グループとして消

費電力量、CO2排出量ともに増加傾向であることが把握

●集計範囲を拡大し、グループで推進

地球温暖化防止への取り組み

資源循環型の事業を目指し、リサイクルに積極的に取

り組んでいます。工場がある自治体や学校などと連携し、

肥料や燃料にする研究をしています。肥料は近隣農家に

提供し、地域共生を図っています。リサイクル率の向上だ

けでなく、廃棄物排出量の削減にも取り組んでいきます。

●リサイクルによる資源の地域循環

リサイクル率を向上させ、資源循環を促進

【廃棄物排出量とリサイクル率の推移】

13,373

18,774

12,138

7,802

7,549

2000

2001

2002

2003

2004

年度 

■再生利用量　 

■委託再生利用量　

■最終処分委託量 

85 90 95 100%

91.7

88.1

86.1

88.8

94.2

できました。これを今後の課題として認識し、高砂香料グ

ループで省エネルギー、資源の有効利用に取り組んでい

きます。2004年度の各工場などにおける具体的な環境

活動については、国内サイトレポート（P.11-13）をご参照

ください。

（単位：t）

2000

2001

2002

2003

2004

合計 38,729

合計 43,057

■平塚工場　 

■磐田工場　 

■鹿島工場　 

■高砂フードプロダクツ　 

■高砂珈琲　 

■高砂ケミカル　 

■高砂スパイス　 

■本社・支店・出張所・研究所　 

■他の関連会社 

年度 

2000

2001

2002

2003

2004

年度 

合計 42,334

合計 35,314

合計 36,184

合計 38,877

合計 37,939

合計 37,129

合計 35,448

合計 35,660

0.0 0.5 1.0 1.5（2000年を1.000とした生産量原単位） 

0.0 0.5 1.0 1.5（2000年を1.000とした生産量原単位） 

1.000

0.903

0.984

1.003

1.075

1.093

1.098

0.938

1.000

1.011

【消費電力量の推移】

【CO2排出量（注）の推移】

（単位：千kWh）

（単位：t）

（注）総エネルギー消費量をCO2換算し、算出。



項目 

BOD

COD

SS

サイト名 

平塚工場 

磐田工場 

鹿島工場 

TFP

平塚工場 

磐田工場 

鹿島工場 

TFP

平塚工場 

磐田工場 

鹿島工場 

TFP

2.0
9.3

55.0
3.5

62.0
10.7
40.0
15.2
2.0
5.0

22.0
2.2

10.0
13.6
21.0
2.0

28.0
11.8
22.0
11.1
6.0
6.4

24.0
1.4

1.0
10.2
15.0
2.4

16.0
10.8
15.0
18.0
1.0
8.5

24.0
2.8

3.0 16.0
27.8
64.0
  3.6
19.0
24.2
49.0
27.0
13.0
11.3
59.0
13.0

20.5
27.0
2.4

24.0
19.8
18.0
12.1
2.0

18.5
21.0
1.4

2000 2001 2002 2003 2004
年度 
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香料業界のパイオニアとして、
環境配慮の研究開発を実践しています。

グリーンケミストリー

環境に配慮した研究開発を推進し、化学物質の削減に努めています。

周囲への汚染や地球環境への負荷、生物や人体への健

康に配慮して、原料の選択から製造方法、製品が消費者

にわたり、廃棄されるまでのすべてのプロセスを配慮する

化学がグリーンケミストリーです。当社の不斉合成技術は、

光学活性体合成における環境にやさしいグリーンケミス

トリーの最先端技術として注目されています。

●不斉合成技術による取り組み

グリーンケミストリー

化学物質は、MSDS（化学物質等安全性データシート）

を用いて適正管理に努めています。PRTR対象の化学物質

は、関連法令に則り実態を把握し、報告を行っています。

環境への排出量抑制として、排水処理システムの処理能

力の向上、脱臭装置の設置などを行い、積極的に取り組

んでいます。

●法令に則った化学物質の管理

化学物質の適正管理と排出抑制

磐
田
工
場
の
蒸
留
塔

【工場排水中の有害物質排出量】（単位：M/R）

政令番号 

1
8

12
43
54
63
77

145
227

232
307
309
310

亜鉛の水溶性化合物 
アクロレイン 
アセトニトリル 
エチレングリコール 
エピクロロヒドリン 
キシレン 
塩化ビニール 
ジクロロメタン 
トルエン 
 
 
 
ニッケル化合物 
ポリ（オキシエチレン＝アルキルエテール） 
ポリ（オキシエチレン＝ノニフェニルエーテル） 
ホルムアルデヒド 
 
13品目（2004年度） 
13品目（2003年度） 

物質名 取扱（使用）量 

1,523
175,976
21,351
2,670

19,200
29,382
33,710
14,953

530,996
12,000
4,400

83,000
2,232
2,900
7,500

23,534
13,000

978,327
1,262,704

大気 
0
2

2,272
0
0

167
2,485
5,931

11,904
0

130
710

0
0
0
0

15
23,616
21,516

水域 
0　
0.1

355　
374　

0　
4　
0　
0　
0　
0　
0　

20　
0　
0　
0　
0　
0　

753.1
367　 

土壌 
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

取扱サイト 

磐田 
磐田 
磐田 
磐田 
磐田 
磐田 
磐田 
磐田 
磐田 
総合研究所 
平塚 
高砂ケミカル 
磐田 
平塚 
平塚 
磐田 
高砂ケミカル 

排出量 

（注） 

【PRTR対象物質排出量（2004年度）】（単位：kg）

（注）取扱量が前年比で、284,377kg減りました。
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海外においても環境保全・品質管理を推進しています。

海外生産拠点の認証取得状況

メキシコ 

アメリカ 

　1997年より浦東工業区へ工場を移転しま
したが、その際工業区全体に排水設備が整
っていないことが後になり判明しました。
この問題に対して、自社で排水処理設備を
設置するなど、全力で取り組んでいます。近年、
環境問題への関心が高まるなか、さらに積
極的に環境保全に取り組んでいきます。 

中国（上海） 
上海高砂鑑臣香料有限公司 
設立：1993年2月 
業務：フレグランス、フレーバーの研究・製造・販売 

　スペインの生産拠点がムルシア市創設の
環境大賞を受賞しました。授賞式では市長
から「環境に対する技術的貢献の結果によ
るもの」と説明があり、今後も環境整備に専
念してもらいたいとの要請を受けました。
引き続き環境に配慮した企業活動を行って
います。 

スペイン 
Takasago International Chemicals 
(Europe) S.A.
設立：1964年12月 
業務：合成香料、天然香料の製造・販売 

　シンガポールの工場では5S運動を推進し
ています。現地の全従業員は5Sの原則に関
する教育を受け、オフィスや工場など150ヶ
所で対策が取られ成果を上げました。また、
5S運営委員会を設置し、継続的な活動とな
っています。今後はこの活動を他の高砂香
料グループへ拡大することも視野にいれて
います。より効率的で安全な作業を心がけ
ていきます。 

シンガポール 
Takasago International 
(Singapore) Pte., Ltd

設立：1975年7月 
業務：フレーバー、フレグランスの研究・製造・ 
 販売およびアロマケミカルの販売 

　ヨーロッパの生産拠点サントワンルモン
工場では、ISO9001:2000を取得し品質管理
を行っています。環境面ではISO14001の認
証取得し、排水処理、省資源活動、土壌汚染防
止の取り組みを実施しています。特に土壌
汚染に関しては、教育や事故発生時の対応
を取り決めて徹底しています。 

フランス 
Takasago Europe Perfumery 
Laboratory S.A.R.L

設立：1978年10月 
業務：香水・オーデコロンなどファインフレグランス

の研究・製造・販売およびアロマケミカルの販売
　 

ブラジル シンガポール 

フランス 

中国（上海） 

ドイツ 

スペイン 

ISO9001:2000
ISO14001

ISO9001:2000

ISO9001:2000
HACCP

ISO9001:2000
HACCP

ISO9001:2000

HACCP

中国（厦門）
ISO9001:2000
HACCP

IFSおよびBRC（注） 

（注）欧州における安全性、衛生に関する認証 

活動トピックス



排水処理場の密閉構造化

環境管理責任者
鶴岡　義典
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地域の皆様に信頼される企業を目指して、
活動しています。
高砂香料の生産拠点・関連会社では主体的な環境・安全活動を行っています。

生産拠点と関連会社の活動報告

国内サイトレポート

平塚工場 

鹿島工場 
 

高砂珈琲（株）磐田工場 

高砂フードプロダクツ（株） 

高砂スパイス（株） 

（株）高砂ケミカル 

磐田工場 
 

高砂珈琲（株）鹿島工場 

●臭気対策の徹底

工場周辺は宅地化が進み、高齢者福祉施設

や住宅の建設が盛んに行われています。道路

を挟んで一般住宅のある立地環境のため、臭

気発生源の廃棄物処理場と排水処理場の密閉

構造化工事を実施し、臭気の放散防止対策を

図りました。

●廃棄物の再資源・再利用
排水処理で発生する汚泥は従来、処理業者

に委託して焼却処分していました。2004年10

月から一部を堆肥として再資源化することで、

前年比で9.4％削減することができました。また、

汚泥ゼロを目指し、排水処理の最適な運転条

件を実験・監視しています。平塚工場では、ごみ

ゼロを目指し廃棄物の再資源化、再利用を進

めています。樹脂製容器やガラス､廃油の再資

源化、鋼製ドラムの再利用を積極的に進め、

2004年11月からは木くずを処理業者に委託し

てペレット状に加工し固形燃料として有効利用

しています。

●臭気パトロールと脱臭設備の
定期点検による漏洩拡散防止
周辺に住宅が隣接する平塚工場では、臭気

対策を最重要課題として環境保全に取り組んで

います。近隣住民から臭気苦情が出ないよう工

場内外での定期的な自主パトロールの実施や

活性炭を使用した脱臭装置の臭気濃度測定・

点検を定期的に実施し、臭気の漏洩や拡散を

未然に防いでいます。

平塚工場産
業
廃
棄
物
の
再
資
源
化
・
再
利
用
や

新
技
術
の
開
発
・
導
入
を
推
進
し
、

環
境
負
荷
の
低
減
に
努
め
、

地
域
と
共
生
す
る
事
業
所
を

目
指
し
ま
す
。
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●省エネルギー・省資源化の継続的展開

磐田工場では環境活動の年間計画を作成

し、省エネルギー・省資源活動を推進しています。

2003年からゴミ減容機を導入し、種類別に分

別した産業廃棄物を圧縮減容し、リサイクルして

います。2005年から分別・リサイクル・再資源化

活動の対象品目に蛍光灯・電球を新たに加えま

した。2005年4月から台数制御式エアコンプレ

ッサーを導入、待機運転をなくし最大35％の電

力削減を実現しています。さらに環境負荷の少な

い事業所を目指して今後も活動していきます。

●ドラム置場の舗装化
磐田工場は、ドラム置場を全面舗装すること

により漏洩時の土壌汚染を防止しています。さら

に、点検を強化することで漏洩そのものを防止

し、万が一の漏洩時にも油水分離ピットにより油

を回収、汚染を防止する万全の対策が取られて

います。ドラムを支える角材も、従来の木製のも

のからグラスファイバー製のものに交換し、腐敗

による荷崩れを防いでいます。

●不法投棄物の清掃活動
社会貢献活動の一環として、磐田工場では不

法投棄された廃棄物の回収活動にも積極的に

取り組んでいます。これは道路脇に投げ捨てら

れているゴミを地域の方々と一緒になって拾い

集め、美しい環境を守る活動です。こうした活

動を続けることで環境保全の精神が養われ、工

場の環境保全活動に自然と目が届くようになっ

ています。今後も地域の環境保全に力を入れて

いきます。
環境管理責任者
前田　敏彦

磐田工場2
0
0
5
年
度
新
た
に
設
定
し
た

環
境
目
的
・
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

環
境
負
荷
の
低
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

パレットのプラスチック化

●循環型農業との共生

鹿島工場および鹿島第2工場から出るコ－

ヒ－かすを県内の畜産農家や園芸農家に全量

の1,290ｔを販売しました。畜産農家ではコーヒ

ーかすを家畜糞尿と混合し、堆肥製造時間の短

縮と消臭の効果がある良質な肥料を作っていま

す。茨城県農林課など循環型農業の関係者か

ら好評を得ています。コ－ヒ－かす入りの堆肥は

有機栽培農家等で使用され、栽培された農産

物は私達の食卓に並んでいます。このように循環

型農業でコーヒーかすが有効利用されているこ

とは地球資源の有効利用、地域との共生に寄

与をしています。

●木製パレットの廃止および
衛生対策の推進
鹿島工場では、製品はもとより、原料・包装資

材・副資材を含めたすべての保管用パレットを、

プラスチック製に変更し、木製パレットの購入と

使用を取りやめました。また衛生対策の一環とし

て、パレット専用倉庫を建設し、2004年8月に

運用を開始しました。

●分別によるリサイクル率の向上
鹿島工場では職場毎から出る廃棄物を減量

化・再資源化促進のため、分別を徹底しています。

2005年度からプラスチック類（ビニ－ル袋、ポ

リ容器等）は樹脂パレットやプランタ－、電線保

護フレ－キ等に再生利用しています。2004年度

における廃棄物の総発生量は3,955ｔで、リサイ

クル率99.4％を達成することができました。
環境管理責任者
高品　聡
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防災訓練実施

新殺菌機導入

具体的な数値を掲げて環境活動を推進
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編集後記

当社の環境保全活動に関する1年間の内容と成果をまとめた「環境報告書」は、今年で3回目の発行となります。これまでの
内容を継続することはもちろん、今年は社会的な取り組みとグローバルな取り組みを掲載しました。事業を行ううえで、「品
質管理」に関する活動は当社にとってなくてはならない取り組みです。また、グローバルに香料事業を展開する当社は、環境
活動も同時にグローバルに展開する責任を感じております。
なお、内容が専門的にならないよう説明方法に配慮しました。当社の活動への理解を少しでも深めていたただければと考

えています。また、本報告書には、皆様へのアンケートをご用意させていただきました。忌憚のないご意見、ご感想をお寄せ
いただければ幸いです。皆様とのコミュニケーションをより活性化し、さらに充実した報告書を目指していきます。

工場の近隣住民の方々にTFPがどんなものを生産し

ているか、環境にどのような配慮をしているかを地元企

業として認知していただくことを目的に、操業開始頃から

見学会を行っています。毎年20名以上の方が出席し、

忌憚のない意見の交換会となっています。自治会の方か

らは、「TFPが地域で一番協力的な企業」と伺っています。

今まで臭気などの苦情はありません。

倉庫内の5S運動を推進するとともに、環境目的・目標

を定め各部署が連携して産業廃棄物の排出抑制、地球

温暖化防止、水質汚濁防止に取り組んでいます。余剰

汚泥と特別管理産業廃棄物は20％削減、全使用電力

は15％削減を目指して環境活動を推進しています。ま

た、地球環境の保全、地球資源の保全の観点から研究

開発、製造工程を改善することを計画しています。

大規模直下型地震が発生した場合に備え、従業員の

避難、設備の被害状況調査、二次災害防止対策及び

怪我人の救助、避難、人員確認、指示、連絡報告訓練

を行いました。今回の訓練結果として、訓練マニュアル

を全員が把握することができました。繰り返し行うことに

より災害が突然起きた時の対応を整然と行動できるよ

うに、今後もこのような訓練を継続していきます。

2005年3月の新殺菌機導入にともない、臭気対策を

考慮したクローズ化と食品衛生管理の強化を実施して

います。作業内容ごとのエリア管理、空調システムの設

置など食品製造工場にふさわしい環境を整えています。

臭気対策では殺菌機の排気、工場内の臭気をスクラバ

ーにて除去しています。

製造工程で生じるコーヒーかすを“豊作君”と名付け、

農業用土地改良材として農家などに提供しています。現在

静岡県産業創造機構の助成金を受け、磐田農業高校の

先生と共同でこの“豊作君”の発酵速度を速める酵母菌の

増殖の研究を進めています。また、コーヒーかすを炭化する

方法での使用用途の拡大を検討しています。（磐田工場）

鹿島第2工場では原料としてコーヒー豆を大量に使用

しています。各製造過程で発生する塵芥を集塵機を用

いて取り除き、排気ガスは脱臭炉で再燃焼し、金属触

媒を用いて無害・無臭にして大気に放出しています。また、

排気ガスは県および近隣市町村と公害防止協定を締結

して規制値を定めています。定期的に関係官庁に測定

値を報告するともに、工場でも月に１回の臭気パトロール

を行っています。（鹿島工場）
自治会会社見学会

倉庫内の整理

高砂フードプロダクツ（株）（TFP） 高砂珈琲（株）

（株）高砂ケミカル 高砂スパイス（株）

湊自治会会社見学会 コーヒーかすの有効リサイクルの検討

大気汚染防止活動
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高砂香料工業環境報告書2005 アンケート

ご意見・ご感想をお聞かせください。
本報告書をご覧くださいまして誠にありがとうございました。
当社としては3回目の環境報告書の発行であり、今後、さらにわかりやすい内容を目指して、改善を重ねていきたいと考えております。
お手数ですが、下記質問事項にご回答のうえ、FAX等にてご意見をお寄せください。
今後の内容充実のために活用させていただきます。

送付先：高砂香料工業株式会社　監査室　503-5744-0593

1. 本報告書をお読みになって、どのようにお感じになりましたか。

（1）わかりやすい （2）ふつう（3）わかりにくい

2. 本報告書の内容について、どのようにお感じになりましたか。

（1）充実している（2）ふつう（3）ものたりない

3. 本報告書の内容で、特に印象に残ったこと、知ることができてよかったと思われた点はありましたか。

（○はいくつでも結構です）

（1）香料の安全性と品質管理 （2）コーポレート・ガバナンス、コンプライアンス　

（3）環境理念と方針、環境管理体制 （4）環境監査、環境会計 （5）事業活動における環境影響　

（6）省エネルギー、省資源、リサイクル （7）グリーンケミストリー （8）海外サイトレポート

（9）国内サイトレポート

1 平塚工場 2 磐田工場 3 鹿島工場 4 高砂フードプロダクツ(株)
5 高砂珈琲(株) 6 (株)高砂ケミカル 7 高砂スパイス(株)

その他、印象に残った点や、改善すべき点など、記載内容についてご自由にご記入ください。

4. 当社の環境に対する取り組み全体について、どのように評価されますか。

（1）とても評価できる（2）わりと評価できる（3）あまり評価できない

具体的に、評価できる点と評価できない点、あるいは環境への取り組みに関して

当社に期待することなどをご自由にご記入ください。

5. どのようなお立場で本報告書をお読みくださいましたか。

（1）当社の事業所がある地域にお住まいの方 （2）お取引先　（3）株主・投資家　（4）政府・行政関係

（5）環境団体・NPO関係　（6）教育機関・学生　（7）報道関係　（8）企業・団体の環境担当

（9）当社従業員および家族　（10）その他（具体的に： ）

ご協力誠にありがとうございました。差し支えのない範囲で、下記にもご記入ください。
ご記入いただきました個人情報は、今後の報告書改善の目的のみに使用いたします。個人情報は当社にて適切に保管し、ご本人の同意なく第三者に提供

いたしません。

ご住所　〒　　　─

ご連絡先電話番号

ご所属（勤務先または学校名）

フリガナ

お名前

ご連絡先E-mailアドレス

来年度の環境報告書送付を

希望する・希望しない

男・女 歳性
別

年
齢


